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本日は、本学主催の「赤ちゃんとママを守る避難所作り」
ワークショップおよびシンポジウムにご参加いただきまして
ありがとうございます。本学がこうしたワークショップを開
催するのは久しぶりになります。
元々、文京区が東日本大震災後、2012年に妊産婦や乳幼
児を抱えるママを守る母子救護所の制度を作りました。本学
はそれを受けて、妊産婦乳児救護所を災害時に設けるという
協定を結び、その後、訓練の意味もあって、毎年こうした企
画を開催してきました。
ところがコロナになってしまって、開催できなくなりまし
た。かれこれ5年ぐらいの間が空いてしまいました。そのた
め、もしかするとわれわれの災害に対する危機感がやや薄れ
ていたかもしれません。
しかし、今年1月に能登半島の大きな地震があり、そして
8月に日向灘で地震があり、同時に政府から南海トラフ地震
に対する臨時情報が発信されて、改めてわれわれの身近に危
機があることを実感しました。地震だけではなく、このとこ
ろの気候変動のせいでしょうか、日本では毎年のように自然災害、豪雨災害が起こっています。われわれ
はそういう命に関わる危険と常に隣り合わせで生きていることを再認識させられています。
こうした状況を受けまして、今回は災害が起こったときに赤ちゃんやママ、いわゆる災害弱者と言われ
る方々をどういうふうに守っていったらいいのか、それを改めて考えてみたいということで、ワークショッ
プとシンポジウムを開催することになりました。
今、われわれが考えなければいけない大きな社会的課題・テーマとしては、いつ起こるかわからないけ

れど、必ず来るだろう災害にどう備えていったらいいのか。それについて正しい知識を持っておくこと、日
ごろから備えておくことだろうと思います。
本日は文京区の災害担当の方々、そして文京区助産師会の方々にも大勢ご参加いただいております。専

門家の皆さんとディスカッションすることで、正しい災害への知識を身につけ、備えをしていきたいと考え
ています。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

跡見学園女子大学学長

小 仲  信 孝

命を守るために
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本日は、妊産婦・乳児救護所のシンポジウムにお招きいた
だき、誠にありがとうございます。また、午前中の救護所の
開設訓練にご参加いただいた学生の方々、本当にありがとう
ございます。皆様には、日頃から区の防災対策にご協力をい
ただいておりますことに重ねて感謝を申し上げます。
この妊産婦・乳児救護所は、2012年に文京区が全国に先
駆けて設置いたしました。東日本大震災の際に、区の職員
が被災地の避難所に派遣されたとき、妊産婦と赤ちゃんのケ
アが不十分だった状況を目の当たりにしたことがきっかけに
なっております。妊産婦・乳児救護所の立ち上げにあたって
は、医師や看護師、助産師など、多くの方に関わっていただ
き、現在、跡見学園女子大学のほか、日本女子大学、貞静
学園短期大学、東洋学園大学の4ヶ所が指定されております。
文京区には多くの大学がキャンパスを構えているほか、大学
病院や東京都助産師会も立地しており、妊産婦・乳児救護
所は、このような文京区の地域特性を生かしたスキームです。
本日は、このような機会を通じて、妊産婦・乳児救護所がど
のようなところなのかを、多くの方に知っていただきたいと思っております。
また、本年1月1日に能登半島地震が発生しました。石川県の中心に甚大な被害が発生しましたが、さ

らに先週の豪雨災害も重なり、被災地の1日も早い復旧と復興を心からお祈り申し上げます。この能登半
島地震をきっかけに、文京区でも首都直下地震などの大規模災害に備え、改めて、区民一人ひとりの防災
リテラシーの醸成と在宅避難の推進を図るため、本年度、緊急防災対策事業として、「文の京そなえて安
心BOOK」という防災用品カタログを区内全戸に配付し、それぞれの家庭で必要な防災用品を申し込んで
いただき、提供しております。
様々な家族のかたちがある中で、災害が起きたときの悩みや問題はみんな同じとは限らず、人それぞれ

に「防災」のかたちがあります。本日のワークショップやシンポジウムを通じて、特に赤ちゃんとお母さん
を守るために何が必要なのかを皆さんで話し合っていただき、一人ひとりに必要な防災対策に取り組んで
いただければと思っております。
本日はどうぞよろしくお願いいたします。

文京区防災課長

齊 藤  嘉 之

シンポジウムの開催にあたって
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１．はじめに

東日本大震災や能登半島地震などでは、多くの方が避難生活を余儀なくされ、避難所では災害弱者で
ある高齢者、障害者、妊婦や乳児を抱えた母親は、特に厳しい避難所生活を強いられました。文京区では、
2012年に全国に先駆けて災害時に妊産婦や乳児が避難する専用の妊産婦・乳児救護所（母子救護所）の
設置を決め、「災害時における母子救護所の提供に関する協定」を文京区と締結し、救護所の設置校となっ
ております。跡見学園女子大学では、その翌年から開設訓練を行っていました（表１）。
ところが、コロナ禍においては訓練が実施できておらず、その間に本学が妊産婦乳児救護所であること
の認知度が低下し、また関係組織とのつながりも希薄になっている状況がありました。そこで、今年度の
地域交流センターシンポジウムでは、いつ起こるかわからない災害にみんなで備えること、妊産婦・乳児
救護所を広く周知・普及すること、関係組織とのつながりを再度強化することを目指して、シンポジウムに
加えて妊産婦・乳児救護所の開設訓練およびワークショップを同時開催することにいたしました。
ここでは、本日のプログラムのご説明として、午前中に開催した訓練の様子をご紹介するとともに、午
後のワークショップおよびシンポジウムの趣旨についてご説明いたします。

跡見学園女子大学観光コミュニティ学部観光デザイン学科助教

川 副  早 央 里

跡見学園女子大学における	
妊産婦乳児救護所に関する取り組み

表１　跡見学園女子大学における妊産婦乳児救護所訓練の経緯

2012年9月 「災害時における母子救護所の提供に関する協定」を文京区と締結（全国初）

2013年9月 第1回　母子救護所開設訓練
参加者：東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課
内　容：開設訓練、救護所受付（入所）シミュレーション、妊婦体験

2014年9月 第2回　母子救護所開設訓練
参加者：東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課
内　容：�開設訓練、救護所受付（入所）シミュレーション、妊婦体験、備蓄品の確認、講話

「緊急時の女性としての心構え」（東京都助産師会）

2015年9月 第3回　母子救護所開設訓練
参加者：東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課、大塚警察署
内　容：�学生寮避難訓練、開設訓練、救護所受付（入所）シミュレーション、「避難所運

営ゲームHUG」によるイメージトレーニング、妊婦体験、講話（大塚警察署）、
振り返りと講評（東京都助産師会）

2016年9月 第4回　母子救護所開設訓練
参加者：�東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課、大塚警察署、

文京区在住の妊産婦
内　容：�学生寮避難訓練、開設訓練、防災ゲーム「避難母子受け入れゲーム」、妊婦体験、展

示ブースでの備蓄品の展示、講話（大塚警察署）、振り返りと講評（東京都助産師会）
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２．跡見学園女子大学学生寮での避難訓練

本学の文京キャンパスから徒歩10分程度の場所に学生寮があります。学生寮に住む学生は、災害発生
時には文京キャンパスに避難することになっています。また、妊産婦乳児救護所が開設された際には、教
職員らと共に救護所の運営に携わることになっています。しかし、寮生は年々入れ替わっていきますが、
学生寮の避難訓練もコロナ禍で実施されておらず、また妊産婦乳児救護所の訓練も実施されていなかった
ことから、寮生は災害時の避難経路や救護所に関わることを知らない状況でした。
そこで、災害時に寮生自身に危険と身の守り方を確認してもらうため、そして救護所のことを知り地域

の赤ちゃんとママと支援するため、今回の企画では、寮生会や寮長（管理者）とも協力をして、学生寮か
ら大学への避難訓練を行うとともに、寮生に妊産婦乳児救護所の開設訓練に参加してもらいました。最初
に災害発生を想定して、寮長からキャンパス事務室への緊急電話を用いた連絡訓練を行い、その後寮長
の引率により寮内の避難経路を辿って文京キャンパスに避難する訓練を行いました。今回の訓練には16名
の寮生が参加しました。寮生たちは、寮生会を中心に平時より交流が図られているものの、同じ寮に住ん

2017年9月 第5回　母子救護所開設訓練
参加者：�東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課、大塚警察署、

文京区在住の妊産婦
内容　：�開設訓練、案内誘導訓練、妊婦体験、講話「妊産婦が災害時に備えるべきもの・

日頃から心がけておくこと」（東京都助産師会）、防災講話（大塚警察署）、振り
返りと講評（東京都助産師会）

2018年9月 第6回　母子救護所開設訓練
参加者：�東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課、大塚警察署、

文京区在住の妊産婦
内　容：�開設訓練、案内誘導訓練、グループワーク、妊婦体験、防災講話（大塚警察署）、

振り返りと講評（東京都助産師会）

2019年9月 第7回　母子救護所開設訓練
参加者：東京都助産師会、防災ボランティア学生、教職員、文京区防災課、大塚警察署
内　容：�講話「救護所開設の意義について」（文京助産師会）、救護所入所シミュレーション、

防災講話「テロと大地震対策」（大塚警察署）、振り返りと講評（文京助産師会）

2020年 開催なし

2021年9月 第8回　妊産婦・乳児救護所開設訓練
参加者：教職員、文京区防災課
内　容：開設キット・備蓄物資の確認

2022年9月 第9回　妊産婦・乳児救護所開設訓練
参加者：教職員、文京区防災課
内　容：開設訓練、備蓄物資の確認

2024年1月 第10回　妊産婦・乳児救護所確認訓練
参加者：教職員、文京区防災課
内　容：備蓄物資の確認、担当者顔合わせ

2024年9月 第11回　妊産婦・乳児救護所開設訓練およびシンポジウム
参加者：東京都助産師会、寮学生、教職員、文京区防災課、一般市民
内　容：�学生寮避難訓練、開設訓練、妊婦体験、防災用品・防災関連書籍・パネル・備蓄

品展示、ワークショップ、シンポジウム
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でいてもなかなか顔を合わせる機会がなかったようですが、今回の訓練がお互いに知り合うきっかけにも
なったようです。

３．妊産婦乳児救護所の開設訓練

大学寮の避難訓練を行ったあとは、大学職員5名、文京区職員5名、寮生16名が参加して妊産婦・乳
児救護所の開設訓練を実施しました。最初に全体で自己紹介をした後、区職員より訓練の流れと避難所開
設キットの説明がありました。その後、リーダー班と救護所の開設準備を担当する3つの班に分かれ、文
京区の救護所開設キットを用いた訓練を行いました。すべての工程および内容を取り上げることはできな
いため、リーダー班は「各指示所を渡す・作業報告を受ける」「区役所への連絡」を、1班は「避難者の待
機誘導」「受付準備」を、2班は「施設内安全点検」「ライフライン点検」を、3班は「土足禁止スペースの
周知」「居住スペースの設営」の訓練を行いました。訓練実施後は、参加者にアンケート（AAR：After�
Action�Review）に回答してもらいました。AARとは、もともと米軍が用いた振り返りの手法で、計画と
のずれを可視化し、その原因と対策を考え、次に活かしていくための評価法です。経験が少ない災害対応
において、防災訓練でできたことやできなかったことを当事者間で振り返るときにも用いられています。以
下では、AARで得られた回答を紹介します。

Ｑ．実際の訓練ではどんなことをしましたか？　どんなことが起こりましたか？
○パーテーションの設置が、説明書を見てもすぐにできなかった
○チームの流れはよく理解できたが、人数が足りなかった。
○他のチームの動きは分からなかった。
○ポスターの掲示では、どこに貼ったらわかりやすいのか？ と迷った。
○施設内の点検、見回りを行ったが、どこを見回ればよいか分からず、少し手間取った
○建物のどこに何があるのか、どこに教室があるのかわからなかった。
○校舎内外の安全確認をしたが、1グループで回るには時間が足りなかった
○避難所受付で、受付票や健康状態確認票の記入場所について混乱することが想定された。
○ダンボールベッドをパーテーションの中に入れるのが大変だった。

写真１　寮内の避難訓練の様子 写真２　寮からの避難訓練の様子
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○段ボールベッド設営。初めて読む手順書のため、わからないことも多く時間がかかった。
○ �文京区リーダーの補助。進行は文京区リーダーと防災課の方が行ったため、特に行ったことはない。
完了した指示の指示書等の後片付けをすることもなく、流れを見学していたに留まった。

Ｑ．なぜそうなったのでしょうか？ 目標と実際の訓練の差はどうして生じたと思いますか？
○本番に避難者が多かった場合の対応が難しそうだと思った。
○慣れておらず、仕組みを理解していなかったから
○自身が入っているチームのみのことしか見えていなかった。
○災害訓練への参加の低さと、災害に関する関心があまり持っていなかったため。
○目標と実際の訓練の差はあまり無かった。
○災害時天候などに恵まれるとは限らないため、なにかの事態が起きた際の行動も考える必要があった。
○はじめての経験だったので思うように動けなかった。
○普段使わないキャンパスで、どこに何があるのか把握しきれていなかった
○指示書に地図がなかった。
○人数不足とチェックリストの不足、跡見の校舎や教室状況との合わなさが原因だと思う
○ �目標は達成。上記３．の問題は、このアンケートのようにQRコードから回答するのであれば、受付
時の行列が多少改善されるのではないかと感じた。

○パーテーションとダンボールベッドを別々の場所で組み立てたから
○普段、通っているキャンパスが違うので場所が分からなかった。
○初めて組み立てをしたため。
○  大学側のリーダーの役割が明確ではないためと考える。災害時には、本学の構造をご存じない文京
区職員のリーダーでは指示しきれないところもあると思われるので、実際の場面では本学職員・学
生への指示者としての役割が生じると思われる。

Ｑ．�どのようにやり方を変えると次回により良い結果を出せると思いますか？ 今回と同じように成
功するにはどうしたらいいと思いますか？

○今回の感じで良いと思う
○パーテーションを観察して仕組みを理解する
○より広く救護所のことを周知して訓練にも動員をはかる。
○参加者全員が緊張感を持って取り組む。訓練ではなく、実際を想定できるようなことをする。
○  班によって仕事を分担したが故に、他の班がどのような事をしたのか詳細が分からなかった。ロー
テーションで他の班の役割も担当してみても良いのではないかと感じた。

○  自分一人で行動しようとせず、周りの人とコミュニケーションを取りながら行動することが大切だと
感じた。

○訓練をつむこと。
○  キャンパスを利用したことがある人に優先的に見回りをお願いする。また、利用したことがない人で
も分かるようにマップなどを添付する。

○地図を入れてもらえるといいと思います。
○  本当の災害時には、安全確認を行うチームをさらに細分化（各校舎の外担当と中担当）し、人数を
増やす。跡見に合ったチェックリストの作成。

○  最後の挨拶でも触れられていたように、今回の参加者が次回以降も参加してくれることで習熟度が
高まり、訓練自体もスムーズに進むと思います。

○  パーテーションを先に組み立てて、中でダンボールベッドを組み立てる。もしくは、正面の出入口で
はなく上が空いているのでそこから入れる

○地図や事前に来ているといいと思いました。
○  一度でも経験しておくと少し時間のかかり方は変わると思う。また、できる限り単独行動はせず、複
数人で行動した方がミスも起きづらいように思う。

○  役割分担については、地域交流センターと文京区だけではなく、実際に動く職員も事前打ち合わせ
を行った方が良いと考える。
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以上のように、参加者からは「設営に思ったより時間がかかった」「施設のことを理解しておらず戸惑っ
た」等の感想があり、救護所開設方法および訓練の実施方法についての課題が明らかとなりました。
訓練で設営したパーテーションや段ボールベッドはその後も会場で展示しました。また、休憩時間には
松﨑先生と東京都助産師会のみなさまのご協力により、妊婦体験用ジャケットや赤ちゃん人形を用いて学
生が妊婦や乳児連れの避難生活を疑似体験するコーナーも設けました。参加した学生からは「思ったより
重くてびっくりした！」「腰が痛い」などの感想が聞かれ、イメージとのギャップを体感することができたよ
うです。

写真４　開設キット（左）と簡易ベッド（右）写真３　開設訓練の開始時

写真６　開設訓練の様子写真５　開設訓練の様子

写真８　開設訓練の様子写真７　開設訓練の様子
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写真16　妊婦体験用ジャケットを着用して簡易ベッドを試す学生

写真10　パーテーションの組み立て

写真15　設置が完了した居住スペース

写真12　組み立てられた簡易ベッド写真11　簡易ベッドの組み立て

写真９　パーテーションの組み立て

写真14　組み立てられた赤ちゃん用簡易ベッド写真13　赤ちゃん用簡易ベッドの組み立て
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４．企業や団体との連携した展示コーナー

さらに、多角的に防災への知識を得て、体験をしていただくために、文京区および複数の企業や団体の
ご協力を得て、ワークショップ・シンポジウム会場となる教室の外に展示スペースを設けました。文京区
防災課からは、妊産婦乳児救護所の備蓄品一覧パネルや、開設訓練でも使用した備蓄品の簡易ベッド（大
人用および乳児用）やパーテーションの実物をお借りし展示しました。母と子の育児支援ネットワークか
らは、母乳育児の継続やミルクの安全な利用など災害時の乳幼児栄養に関するパンフレット等をご提供い
ただきました。江崎グリコ株式会社および株式会社明治からは、液体ミルクをご紹介いただきました。ピ
ジョン株式会社からは、ライトやブランケットなどの防災用品をご提供いただきました。株式会社不二家
からは、保存缶ビスケットをご提供いただき、ワークショップにて試食をさせていただきました。文京区小
石川図書館（株式会社図書館流通センター）からは、防災に関する子ども向けおよび大人向けの関連書籍
をお借りして、図書コーナーを設けました。
また、当日は学食での特別メニューの提供や託児スペース、授乳スペース、ファミリースペースも用意

しました。
さまざまな企業・団体の方にもご協力いただき、充実した展示コーナーの設置や関連イベントの開催を
実現することができました。改めてこの場をお借りしてお礼申し上げます。

写真18　防災関連書籍の展示コーナー写真17　妊産婦乳児救護所の備蓄品一覧のパネル

写真20　防災関連情報のパネルとリーフレット写真19　防災用品の展示コーナー
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５．ワークショップ＆シンポジウムのねらいとプログラム

それでは、次に本日の午後プログラムについて説明いたします。午後の第一部では、ワールドカフェ方
式のワークショップ「みんなで考えよう、赤ちゃんとママの守り方」を行います。本学教授の鍵屋さんの
ファシリテートのもと、参加者は3・4名のグループに分かれ、2024年1月1日に発生した能登半島地震で
の妊産婦の経験談を事例として共有し、どのように妊婦や乳児および母親を守れるかをグループで議論し
ます。その後、各自の意見やアイディアを付箋に書き、模造紙に貼ってグループ内で発表します。他のグ
ループメンバーとの意見交換も経て、最後はグループで災害時に赤ちゃんとママを守るためにできること
をまとめ、具体的な行動を提言することを目指します。（詳細は次章をご覧ください）
続く第二部のシンポジウムでは、いろいろな分野の専門家から現場のリアルなお話をお聞きして、赤

ちゃんとママを守るための避難所のあり方や今後さらにその質を高め、量を増やしていく方法について検
討します。最初の報告者は、神奈川県立保健福祉大学教授の吉田穂波さんです。吉田さんからは、災害
時に妊産婦・乳児連れが直面する困難についてお話をいただきます。二番目にご報告いただくのは東京医
科歯科大学の松﨑政代さんです。松崎さんからは、災害時の母親の不安と助産師の役割についてお話い
ただきます。三番目には文京区防災課の長陽介さんです。長さんからは、文京区の被害想定と区の取り組
みを紹介していただきます。四番目は東京都助産師会文京地区分会の橋本初江さんです。橋本さんからは、
東京都助産師会の取り組みについてお話をしていただきます。五番目は文部科学省大臣官房文教施設企
画・防災部参事官施設防災担当の西村文彦さんです。西村さんからは、災害時に妊産婦・乳児連れを守
るために政府で行っている対策とその現状と課題についてご報告いただきます。最後に、鍵屋さんの進行
でディスカッションを行います。
長丁場となりますが、よろしくお願いいたします。

写真23　妊婦体験用ジャケットを試す参加者

写真21　赤ちゃん人形を抱く参加者

写真22　妊婦体験用ジャケットを試す参加者
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写真25　教室を利用したファミリースペース写真24　教室を利用した託児スペース

写真27　イベントに参加した寮生たち写真26　トイレに展示した災害用ラップポントイレ
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跡見学園女子大学観光コミュニティ学部観光デザイン学科助教
川 副  早 央 里

跡見学園女子大学観光コミュニティ学部まちづくり学科教授
鍵 屋  一

みんなで考えよう、赤ちゃんとママの守りかた		
～ワークショップの記録～

１．はじめに

午後のプログラムでは、第一部にワールドカフェ方式のワークショップ「みんなで考えよう、赤ちゃんと
ママの守り方」を行いました。防災を専門とする本学の鍵屋教授のファシリテートのもと、参加者はグルー
プに分かれ、2024年1月1日に発生した能登半島地震での妊産婦の経験談を事例として共有し、どのよう
に妊婦や乳児および母親を守れるかをグループで議論しました。他のグループメンバーとの意見交換も経
て、最後はグループで災害時に赤ちゃんとママを守るためにできることをまとめ、具体的な行動を提言し
ています。
ここではワークショップの内容や方法について報告するとともに、ワークショップの成果として参加者か

ら提案された備えに関する提言を紹介します。

２．防災とは何か ―「正常化の偏見」をどう乗り越えるか―

ワークショップに先立って、鍵屋先生より2024年1月1日に発生した能登
半島地震を事例に以下の防災のポイントをお話しました。
能登半島地震では、死者が358名に上り、その死因の多くが「住宅の下敷

き」と高齢者等の「災害関連死」でした。こうした状況を防ぐためには、家具
転倒防止などの「住宅耐震化」と、高齢者など要配慮者が安心して暮らしを
継続できるような「要配慮者の避難生活支援」が最重要政策となります。と
くに、避難生活においては、「防寒」「明かり」「トイレ」が防災用品として大
切です。能登半島地震の被災地でも、雪が積もる中寒さは厳しく、お風呂や
トイレを使えない状況がありました。
こうした他地域や過去の事例から災害時の厳しさを知ったとしても、人は
備えないし、行政、福祉、企業などでも災害対策の優先順位は
低い。その背景には、「自分は大丈夫」という「正常化の偏見」
があります。これは、自分にとって都合の悪い情報を無視し、
過小評価してしまう人間の特性を指しています。例えば、地震
の発生後に家族とともに家にいたとしたら、自分はどう行動す
るか。死亡するケースや怪我をするケースもあるが、大抵の人
は自分が無事であることを前提として、災害後の行動を答える
ことがほとんどです。怪我をすることを想定していない。地震
や津波、洪水などのハザードも恐ろしいのだが、本当の敵はこ

写真１
ファシリテーターの鍵屋先生

写真２　会場を和ませた準備体操の様子
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の正常化の偏見です。防災というのは、備えて被害を少なくす
るための行動であります。

３．ワークショップの進め方

ワークショップでは、災害イメージをつくり、対策を検討する
ために、参加者は3・4名のグループに分かれ、①災害に学ぶ
（暗黙知、災害エスノグラフィー）、②課題・対策・「へぇ～」と
思ったことを抽出（形式知）、③ワールドカフェで話し合って知
恵や対策を共有、という3つのプロセスで議論を進めました。
過去の災害から学ぶために、今回のワークショップでは、
2024年1月1日に発生した能登半島地震のときに、実家で生後9
日の赤ちゃんと在宅避難を経験したお母さんの体験談を事例と
して取り上げました。
各自がこの事例を読み込み、大災害時に赤ちゃんとママが安
全に避難生活を送るためには何が必要かについて、付箋1枚に
つき1つの意見を書き込みました。その付箋を模造紙に貼り、グ
ループ内で発表しました。
次に、席替えをして他のグループとも交流し、それぞれのグ

ループで話し合われた内容について報告しあい、意見交換をし
ました。
再度、最初のグループに戻り、それぞれが別のグループか

ら聞いた内容や意見交換した内容をグループ内で共有しまし
た。そうした他のグループとの交流結果を踏まえて、各テーブ
ルで「災害時に赤ちゃんとママを守るためにできること」として
具体的な行動を提言し、用紙に書き込んでテーブルの上に置き
ました。
最後に、全員が丸シールをもって各テーブルの提言を見て回

りました。そして、「いいね！」と思った提言に丸シールを貼り、
お互いに評価し合いました。
今回のワークショップには、妊婦や乳児連れ、助産師、学生、

地域住民、専門家など多様な立場の参加者が集い、和気あいあ
いとした雰囲気で大変盛りあがりました。

４．ワークショップの記録と成果

ワークショップの成果として、各グループから提言された「災
害時に赤ちゃんとママを守るためにできる具体的な行動」を、カ
テゴリーにまとめた結果を以下で紹介します。今日から取り組
める災害への備えとして参考にしていただければ幸いです。

写真３　付箋に書き込む

写真４　付箋を模造紙に貼る

写真５　別グループとの意見交換

写真７
� シールを多く獲得したチームには飴のご褒美

写真６
�各テーブルの提言に「いいね！」シールを貼る
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皆さん、初めまして、吉田穂波と申します。ここで報告させてい
ただくことを大変楽しみにしておりました。とても光栄な機会をあ
りがとうございます。
私は6人の子どもをこちらの文京区で育ててきました。保育園、
小学校、中学校、全て文京区でお世話になっております。本日は、
私がなぜこの妊産婦乳児救護所にこれだけ思い入れが深いのかと
いうお話をさせていただきます。
災害対策の訓練は、個人で、地域で、そして区や国、この三つの

レイヤーが必要です。これは行政がやるべきとか、個人で備えるべ
きとか、自分の仕事ではないとか言わずに、それぞれの立場の人た
ちが助け合って頼り合って接点を持ちながら、子ども、妊婦という
地域の核となる存在のために、みんなで心を合わせるという非常に
貴重な機会だなと思っています。
妊産婦・乳幼児は、皆さんご存知の通り、災害時要配慮者のな

かでは一番数が少なく、人口の0 . 5～0 . 6%、5歳以下は4～5%で
す。マイノリティであるということから、妊産婦さんや乳幼児または子連れ家族の方々は災害の時には声
を上げにくく、周りの人も見つけるのが難しいのでどうしても対策が後手に回ることになってしまいます。
自治体の方も行政の方も、避難所の運営者の方も、ないがしろにしているわけではありません。見えない、
見つけられない、ニーズを把握できないことから、ケアがおろそかに、後回しになってしまうのです。
私は産婦人科医として医療現場で働く中で、妊産婦さんや乳幼児が災害時には特殊な存在となるとい

うことを痛感してまいりました。災害のときにはトリアージタグというのがあります。健常者から生命に危
機がある状態の方まで、段階が“緑”� “黄”� “赤”� “黒”と変化していくものですが、妊産婦さんや乳幼児は
“緑”から“赤”に急に変わる珍しい存在です。さっきまで元気にしていると思っていたら、急変し、妊産婦
さんも急に意識が、あるいは体調が変わってしまうというリスクを持った存在なのです。
そういうリスクを持った存在であるということを周りが知って、配慮して、守ってあげなければならない。

そして守られるだけではなく、守られた側の妊産婦さんや乳幼児の家族が、今度は他の方を助ける側に回
ります。守られることで心が休まり安全な環境にいることで、周りの人たちを助ける存在になる。そのよう
な地域のきずな作りの核になるのが妊産婦さんや子連れ家族だと思っています。ただ、妊産婦さんは災害
時要配慮者としてリスト化することができません。なぜかというと、妊婦さんであった人がしばらくすると
出産して妊婦さんという状態ではなくなってしまう。状況が目まぐるしく変わるために、行政のほうでもリ
スト化して所在の把握や安否の確認をすることができないのが、妊婦さんや赤ちゃん連れの難しいところ
です。

神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科教授

吉 田  穂 波

平時のつながりを災害時の安心へ
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東日本大震災で、大きな負担を抱えていた、特
に心にダメージを負った妊婦さんや産後の方を多
く見てきました。その当時妊婦さんだった方々か
らは「あのとき、安心していられる居場所が欲し
かった。同じような人たちと肩を寄せ合って、お
互いに共感できるような場所があれば」という痛切
な訴えをたくさんお聞きしました。地域の中で妊
産婦さんは「ここに自分がいてもいい。」「ここは誰
にも気兼ねをしなくていい。」「ここでは迷惑をか
けない。」「他の人への迷惑を考えなくてもよい。」
そういう場所を強く求めていたのです。
当事者のためだけではありません。支援者も、ここに妊婦さんがいる、ここに赤ちゃんがいるという場
所があらかじめわかっていれば、そこにおむつを届けることができます。そこにお水を届けられます。ばら
ばらにいると、どの避難所にSサイズ、どの避難所にビッグサイズをと、おむつをあげるにも、ミルクをあ
げるにも、授乳ケープを届けるにも、非常に煩雑な手続きとなります。
ですので、一か所、母子向けの場所があればいいなという思いで、2012年文京区の方々とお話をしまし

たところ、本当に奇跡のようなことが起こりました。全国に先駆けて、災害時の妊婦さんや赤ちゃん、特に
おなかの中の赤ちゃんを災害時一番脆弱で弱い存在として守るためのプロジェクトチームが発足しました。
このときの危機管理課長の鈴木秀洋さん、そのほかの行政の方々、助産師会の方々、東京大学の方々、
ファザーリングジャパンの方々、地域の方々、みんなが集まって、この文京区に理想の母子避難所を作ろ
う！ ということで2012年9月にプロジェクトチームが発足しました。その後、医療従事者の我々としては、
どういうところで受け入れればよいのかを確認するために、東京大学ですとか、八千代助産院さんですと
か、救急の方と一緒に訓練を重ねまして、現在はここ跡見学園女子大学のご厚意で毎年訓練をさせていた
だいております。午前中も訓練をいたしましたけれども、このすばらしい避難所スターターキット。これを
持つのは文京区以外に、私は知りません。非常に実用的で、すぐに使える。医療従事者がいなくてもすぐ
に使えるような具体的なツールとなっています。
福祉避難所の取り扱いが拡大されたことにつきましては後ほど西村先生からお話を伺えるかと思います

が、私どもの研究チームも東京23区で母子避難所があるかどうかの調査をしました。23区のうち6区、ほ
かには世田谷区で教育機関と連携して非常にすばらしいものが作られていることがわかりました。荒川区
では、「ゆいの森あらかわ」という図書館を使って母子避難所が作られています。このように文京区をはじ
めとしてさまざまな自治体で妊産婦乳児救護所ができてまいりました。
避難所につきましては、平時からお母さま方が確認できるように、ウェブサイト上で女子避難所マッピン

グというものを提示しています。ここでは年間出生数を元にして、災害が起きた時に各地域に何名の妊産
婦さんがいるのか、何件のお産が起こるのかをシミュレーションできるようなツールも出しております。ま
た、無料でこのパンフレットをダウンロードできるサイトもありますので、ぜひみなさんも周りの妊婦さん
や乳幼児のいる家族にこのパンフレットをご紹介していただけるとよいと思います。
「あかちゃんとママを守る防災ノート」を手にしたら、真っ先に自分の名前を書くことをおすすめします。
名前を書くと、それだけでこれが世界に唯一のオリジナル防災ノートになります。災害が起きてからでき
ることはほとんどありませんが、災害前ならいろんなことを調べることができます。私たち子育て中の親は、
どうしても自分さえいれば子どもを守れるように思い、自分の身に何かがあるかもしれないという発想はな
いということが、鍵屋先生のお話にもありました。正常化バイアスのトリックです。自分に何かあったとき
でも子どもを守れるように、平時からどこに逃げればよいのか、誰がサポーターになるのか、この子にとっ
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てのリスクは何なのかを可視化し、言語化し、ほかの人と共有できるようなツールを準備する必要があり
ます。自分ひとりで守らなくてもいい、みんなで一緒に頼りあって助け合えるというつながり作りのツール
になるとよいなと思っています。
ここで皆さんが今日でも明日でもすぐに周りの方に学んだことを、伝える発信源となって、この文京区で
妊産婦や乳児を守ることが当たり前の状況を作りましょう。10年後20年後には、「そんなの当たり前だよ！」
「東日本大震災や熊本地震のときには、そんなこともわかっていなかったの？」「どうして守ることが出来な
かったの？」と、未来の妊婦さんや赤ちゃん連れの方に不思議がられるくらいの環境を作っていきたいなと
思っています。
ご清聴ありがとうございました。
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皆さんこんにちは、東京医科歯科大学の松﨑と申します。10月1
日から東京科学大学になりますのでよろしくお願いします。門の校
章が変わり、だんだんと大きなところも変わっていきます。御茶ノ
水から見ていただけたらと思います。
今日私がお話したいことは文京区妊産婦乳児救護所の運営と、こ

の後橋本先生から具体的なお話がありますが、私も助産師なので災
害時の助産師の役割についてお話をさせていただきます。
さきほど吉田先生が文京区にお住まいだとおっしゃっていました
けど、私も三楽病院勤務のときも、その前の東京大学医学部附属助
産婦学校の学生のときも、文京区に住んでいて、結構文京区に住
んでいたなと思っています。矢島助産院で助産師もしておりまして、
教育は東大と阪大と現在は医科歯科大学で助産師と看護師の教育
をしております。今日はマタニティスイミングのお母さんたちも来
てくださっているんですけれども、後楽園でマタニティスイミング
の顧問もしております。あとは妊産婦さんの生活習慣の研究もさせ
ていただいております。
最初の文京助産師会が立ち上げのときに、私が最初の会長をさせていただいたとき、ここの救護所が立

ち上がることになったんですね。その最初のところに関わらせていただきましたので、毎年私も大阪大学
に行く前まではここでお話をさせていただいたり、災害の訓練をさせていただいたりしておりましたので、
その中の最初ころのお話をさせていただけたらと思います。
この救護所設立のモチベーションは、吉田先生もお話しくださったように、妊娠期というのがすごく限ら
れていることがありまして、その当事者も周りの人も災害時の妊産婦にどうしても目がいかないということ
があるんですね。高齢者だと、能登半島地震のときも介護士さんと看護師さんは避難所に駆けつけますが
助産師を派遣することはどうしても頭にないということがあります。日赤のほうではDMATで助産師を必
ず入れていますけれども、医科歯科は助産師を入れていないので、だんだんと助産師も入れてくださると
いいなと思います。
また、この時代には避難所運営マニュアルで母子に関する配慮が欠けていたこともあります。妊産婦さ
んというのは、セクシュアリティのところで、おっぱいをあげたり、産後は悪露が出たり、清潔しなければ
いけない部分でプライベートスペースが大切ですけれども、そこに目を向けてくれていないというところが
ありました。
そういうことがあり、吉田先生が来てくださって設立に至りました。その流れについては先ほどお話があ

りましたので詳細は割愛しますけれども、吉田先生が交渉してくださって、文京区と東京都助産師会で救

東京医科歯科（東京科学）大学

松 﨑  政 代

災害時の助産師の役割		
―災害時の妊産婦・母子を守るための方法と準備―
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護所を開設することを締結し、そこに私ども文京
区助産師会が立ち上げに関わりました。そこで4
大学が協力してくださることになりました。
役割については、実際に災害時に設置が決まっ

たら区の方が来てくださって、あとは周りの方が
来て設置することになると思います。関係施設と
しては、助産師会館がこの坂を下りた護国寺の方
にあります。あとは順天堂大学があります。助産
師はどうかというと、東京都と文京の助産師会が
関わることでこの運営体制が決まっています。
その運営についてですけれども、救護所は1週間という期間が決まっています。最初が発災期、初動期
が3から72時間で、中期が1週間以内、長期が1週間以降となっています。発災期となると、ここで震度5
弱以上で、区が救護所を設置することを決めてそこから設置が始まるわけです。私達被災者は、ウェブな
どでここが設置されたのかということを確認しなければなりません。
その間どうするかというと、ワールドカフェで話し合ってくださったように自助が原則になってくるんで
すね。自分で自分を助けるということになります。母子手帳とか飲食とかが必要で、あとは産後9日目の赤
ちゃんがいますという方だったら悪露が出ますので生理用や産褥のパッドが必要です。妊婦さんでも破水
ということもあるので、やっぱり大きなパッドは持っておきましょうということあるかと思います。赤ちゃん
が生まれていれば赤ちゃんのオムツも必要だし、母乳・ミルクのことも考えなくてはいけない。自分以外に
子ども、おなかの赤ちゃんということも考えて準備をしておいて、この発災期を過ごすことになります。
初動期になって設置が決まると、職員の方が来てくださって、情報等々をくださる。ここが設置された

ことになると、妊産婦さんの用の備蓄があるということと、あとやはり情報得られるっていうことがすごく
大切だなと思っています。情報がなかなか手に取れなくなってそれが不安になっていきますので。
次に中期になってきた場合には、文京の助産師だと、その文京区に住んでいる助産師も被災者というこ

とになるので、すぐに来られない場合があるのですね。これは全国どこでもそうだと思うのですけれども、
それなので自助が必要で、そのあとからどんどん支援が入ってくる。この時に、助産師をどのように使う
かですが、身体やメンタル、赤ちゃんのことなど心配なことは何でも聞いてくれたらと思います。
7日以降になってくると、もしもう少し必要であれば最大7日間救護所が延長されますが、大体7日間で

終えることになっています。この時期も、助産師は体調が悪いお母さんがいたらその方をどこかに搬送し
て先生に診ていただくかどうかの判断もします。
そもそも助産師って何でしょうかという話ですが、助産師は、看護師の免許を持っています。さらにそ

こから1年もしくは2年をかけて妊産婦さんとその赤ちゃんとご家族だけの勉強をしています。これは、医
者でもそういうことはしていないし、看護師さんでもしていなくて、これは妊産婦さんのためだけにいる職
業ということになります。ぜひ妊産婦さんや産後のお母さんが何か心配だなと思ったら助産師に相談して
ください。もちろん産婦人科の吉田先生でも構わないですけれども。そういうところで頼ってもらえたらと
思っています。
　そもそも妊産婦さんは弱者でありながら認識されていない、一時的なことだと当事者も認識しづらい

ということがあるので、こういうシステムができたということになります。救護所は、区が設置を決めたら
1週間を目途に継続され、情報や備蓄、避難スペースが提供される。避難所もあるのですけれども、妊産
婦さんの場所があるということです。助産師の役割としては、妊産褥婦さんに特化した専門家として、何
か心配なことがあったら聞いていただけたらと思っています。
最後になりますけれども、今回はこのような機会を与えていただきましてありがとうございました。
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皆様こんにちは。文京区防災課から参りました長と申します。よ
ろしくお願いします。私からは、本日3点お話をさせていただきま
す。まず、地震がメインでありますが、想定される災害についてで
す。そのあと、前段で吉田先生や松﨑先生にもお話しいただきまし
たが、そもそも妊産婦乳児救護所とは何か。あと救護所の開設がど
ういう流れで、どのような役割分担で行われるのかを紹介させてい
ただきたいと思います。
文京区で起こりえる災害としては、地震があります。地震は、能
登半島地震、宮崎の南海トラフの影響と思われる地震などございま
した。その他には、風水害です。今は台風とかについても、能登半
島では集中豪雨とかもありましたが、台風など風水害についても考
える必要はございます。また、土砂災害でございます。文京区では
あんまり皆様はなじみがないかもしれませんが、やはり台地がある
土地柄ですので、関口台とか台地の場合には崖があるということを
認識していただく必要がございます。その3点を文京区としては災
害として計画しております。
次は被害想定です。こちらは、都心南部直下地震および多摩東部直下地震が起きた場合の想定でござ

います。建物被害は、昔であれば木造住宅が多かったんですけども、近年はやはり耐震化や鉄筋コンク
リート造りの建物があるので、建物被害は全壊などは少なくなっております。人の被害については、死者
31名、負傷者1176名であり、一定数の死傷者の方はいらっしゃいます。あとは帰宅困難者の数です。この
近くですと茗荷谷駅などがありますので、そうした駅の利用者の方、大学の方、企業の方が帰宅困難者に
なりますが、14万人くらい発生する見込みでございます。
あとは避難者です。こちらとはまた別の考え方ですけれども、各小・中学校が避難所になりますが、そ

ういった避難所での避難者は大体2万6000人くらいです。あとは避難所外避難者、つまり大きなマンショ
ンのロビーとか、公共施設など学校の避難所以外で集まってしまう方が1万3000人。計4万人の方が避難
するという想定になっております。
ライフラインについては、それぞれ上下水道、電力、ガス、固定電話については、やはりすぐには復旧

しない。特に下水道とガスについては復旧が遅れます。こちらは都内全域と書いてはありますが、集合住
宅にお住まいの方については、それぞれマンション内や内部の配管とかがあるので、場合によってはもっ
と遅れる可能性があると思っていただければと思います。
あと基礎情報として人口ですね。人口が23万4000。こちらは都心23区内で増えている自治体でして、
今も増えております。乳児については、1673人。あと妊産婦の方は、先ほど吉田先生が紹介サイトで試算

文京区総務部防災課地域防災担当係長

長  陽 介

文京区 妊産婦乳児救護所について
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させていただくと、1283名でした。あとは乳児の
方とお母さんやお父さんはセットになりますので、
それを加えると大体5000人弱の方が妊産婦乳児
救護所の対象者になるかと思います。
では、実際の文京区の避難方式をみていただけ

ればと思います。ご自宅が無事の場合には在宅し
ていただくんですけれども、自宅が倒壊焼失して
家にいられない場合については避難所です。今お
越しいただいた方もいらっしゃいますが、妊産婦
乳児の方でご自宅にいられない方については、妊
産婦乳児救護所に行っていただく流れになります。もちろん妊産婦乳児救護所が大火災とかになった場合
には、緊急避難場所の公園の教育の森や筑波大付属などの広いところに行っていただくという流れになっ
ています。なので、避難所については、区立小・中学校33ヶ所があります。この近くだと、窪町小学校、
小日向台町小学校などがございます。緊急避難場所だと、先ほどお話をした教育の森などがございます。
あとは福祉避難所もございます。こちらは妊産婦乳児の方とは別に、障害がある方や高齢の方で介護や介
助が必要な方が福祉避難所に行かれます。
妊産婦乳児救護所については、区の方で協定を結ばせていただいております。四つの大学、四つの協定

がございますが、計八つの関係機関の方と協力して、この妊産婦乳児救護所について設置とか訓練とかを
やらせていただいております。
経緯については先生方にお話しいただきましたが、東日本大震災をきっかけに、プロジェクトチームが

立ち上がりました。従前も大学とはいろいろな連携とかさせていただいて、他には文京区には順天堂大学
さん、助産師会館や助産師会さんがあったという状況に恵まれていたところで締結をさせていただいたと
いうのが取り組みの経緯でございます。
あとは実際流れの説明です。先ほど松﨑先生にある程度流れを説明していただきましたが、基本的に震
度5弱以上からでございます。東日本大震災では東京都が震度5弱でしたので、あのときと同規模レベル
から妊産婦乳児救護所は開設になります。区職員は自動的に参集になりますが、皆さんは、大体区職員が
だいたい何名ここに来ることになるかお分かりになりますか。区の職員は、基本的に時間外については8名
指定しております。災害初動では8名ですが、もちろん区の職員も負傷とかしたりとかすると、MAXで8
名は来られない可能性もございますが、指定をして自動的に参集するようにはさせていただいております。
あとは開設決定の必要条件として、もちろん協定を結ばせていただいている跡見学園女子大学さんとか
施設が、倒壊などの危険がある場合は開設ができません。あとは、大学の教職員や学生さんの負傷者が多
くて受け入れができない場合についても開設できません。あとは妊産婦の方、特に妊婦の方を受ける場合
については、後方医療施設である助産師会館さんとか順天堂大学さんとの連携が取れていないと、受け入
れても対応ができない。その3点が揃って開設という形になります。
それぞれの役割です。区職員については、妊産婦乳児救護所の管理・運営、連絡調整です。区の本部

はシビックセンター15階に災害対策本部が開かれまして、そこで避難所とかまとめておりますので、その
情報集約や情報伝達を行います。あとは、やはり先ほど言ったように最大でも8人ですので、施設の職員
の皆様や今日多くいらっしゃっている学生の皆様ご協力いただいて、それぞれ業務に携わっていただきた
いと思っております。
やはり我々区の職員も普段は一般事務で、普段はパソコンとか事務仕事が多くてなかなか災害とか、妊
産婦の方についてなかなか詳しくなかったりしますので、学生さんや施設の役割、助産師さん、看護師さ
ん、医師、保健士さんの業務、後は後方医療施設の業務という形で、そういった方々の協力を得てですね、
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妊産婦乳児救護所の開設をやっていくという流れになっております。
最後にまとめですが、まず妊産婦乳児救護所ではやはりに妊婦・乳児（0歳児）を一時的に受け入れ、避

難生活の支援を連携して行っていきますが、皆様に再度伝えたいのは、まずは災害等について学んでいた
だければと思います。やはり基礎情報を学んでいただいた上で、あとは避難所や妊産婦乳児救護所につい
て理解いただければと思います。外の展示物の方で展示されている備蓄物資などもありますので、妊産婦
乳児救護所にはこういうものが備蓄されているので、家ではこういうものを備蓄しようといったかたちで理
解をしたうえで、ご自身の自助の部分を加えていただければと思います。なので、最後に自分でもできる
ことをしていただく。備蓄とか、最悪を想定して行動していただく。ライフラインが止まった状態で在宅避
難する場合、何が必要なのか。そういったものも考えていただければなと思います。私の説明は以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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皆さんこんにちは。今日はこの会場で助産師とは何者かという話
を延々と聞いていただいているような、そんな気分にはなりますが、
災害時に助産師がどんな動きをするのか、今日は説明したいと思い
ます。よろしくお願いします。
助産師という資格を持っている人間は実は結構たくさん文京区内

に住んでおります。ただそのほとんどは病院で働いています。その
助産師たちは、災害が起こったときには病院に行くことになります。
それから、区内に唯一助産所があって、それはこの坂を下った護国
寺に八千代助産院があります。その助産院で働いている助産師は、
助産院に行きます。そして、地域で働いている助産師、つまり普段
は区と契約して赤ちゃん訪問や検診のお手伝い、母乳相談、沐浴
指導などで働いている助産師が区と連携して妊産婦乳児救護所に
行く形になります。
今日は私を含め8人の助産師がこちらに来ています。ちょっと

立ってもらっていいですか。これだけの助産師がいざというときに
救護所に回ろうと思っています。さらにあと数名おります。ただ、さっきから話が出ているように、災害が
起こったときは自分たちがまずどうなっているかわからないので、最大でみんなが元気に動けるとして10
人前後。今は8人が来ていると言いましたが、プラス2名ぐらいの助産師が、災害が起こったときにこの救
護所に駆けつけようと思っています。
実はですね、文京区の妊産婦乳児救護所っていうのが4ヶ所ありますというお話があったんですが、文
京区の真ん中から下にこの真ん中に集中しています。ポツポツと赤い点がある上側を跡見学園女子大学の
つもりで点をつけました。すぐそばに貞静学園短期大学があり、豊島区の方にぐっと近づいたところに日
本女子大学があり、本郷の後楽園遊園地の向こう側のラクーアの向こう側に東洋学園大学があります。上
の方は何もないんです。千駄木の人はどうするのでしょう。これはきっと区の人が考えることだろうと思い
ますが、災害が起こったときに、元気だったら動けますって今言っている文京区の助産師が10人で、4ヶ
所の避難所カバーしていかなくちゃいけないということで、私達は2人ないしは3人でチームを組んでいま
す。さっきも言ったように文京区の助産師50人以上いるので、いざという時にその50人に連絡して「誰が
行けますか？」とやるのだとなかなか動きが取れないだろうということで、チームを作りました。何かが起
こったときは、2人ないし3人の間で連絡を取り合って、「今日は私行ける」「明日〇時だったら私は行ける
から」というように連絡を密に取りながら、皆さんのところに駆けつけようと準備はしています。
改めてなんですけど、助産師の仕事は厚生労働大臣の免許を受けて、助産または妊婦褥婦もしくは新生
児の保健指導を行うことを業とする女子。男女雇用均等法の中で女子しか就けない数少ない仕事なんです

東京都助産師会

橋 本  初 江

文京区の助産師		
―災害時の動き―
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けれども、その助産というところが要はお産の部
分なんですね。ただ、地域にいる助産師は、日々
赤ちゃんを取り上げてはおりません。昔とった杵
柄で、昔々は取り上げてきましたが、今現在は取
り上げていないメンバーがほとんどです。さらに
災害が起こったときのお産はハイリスクで、チー
ムを組んだとしても、やっぱり普段と全然違う環
境の中で、医薬品も足りないところで立ち会うと
いうのはものすごくストレスになるので、ここで赤
ちゃんが産めるとは思わないでください。私達が
できるのは保健指導の分野で。だから、困っていること、わからないこと、心配なことがあれば何でも相
談してください。わかっていることだけ答えます。
では、助産師は災害時に何をするのか。まずは妊婦さんの相談相手です。特に初めてのお産だと、今自
分や赤ちゃんはどんな状況なのだろう、どういうふうになったら病院に連絡したらいいんだろう、そんな
こと不安がいっぱいあると思いますので、ぜひ利用してください。ただ私達は異常への対応ができないの
で、これは病院に繋いだ方がいいなと思ったら、区の職員の方にお願いして病院の方に連絡を取ってもら
う、そんな形になります。
それから育児中のママの相談。今日赤ちゃんを連れて相談に来ていらっしゃる方は、助産師がうちに訪
問したんじゃないかと思います。文京区は赤ちゃん訪問以外にも、母乳指導や助産師何でも相談という形
で子育て中のお宅に伺うチャンスがたくさんあるので、産んだ後は結構身近に感じてもらっているんじゃな
いかなと思います。赤ちゃんの健康観察ポイントも、不安になると全てが不安になって、ちょっと皮膚が
青くなっているとそれだけ心配になったりしますから、どういうことを観察したらいいか、今赤ちゃんは元
気なのかどうか、そんなことをどうぞ相談してください。そういうことで救護所を訪問して相談にのろうと
思っています。
私たち文京区の助産師は、区の職員、跡見学園女子大学の職員や学生さんたちと協力して、皆さんたち

の避難所生活をより安全により快適に過ごせるように、災害が起こる前から、居心地の良い避難所作りに
協力していきたいと思っています。ご清聴ありがとうございました。
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文部科学省の西村といいます。よろしくお願いします。私は文科
省の職員ですけれども、2年半前の令和4年4月から内閣府防災担
当に出向し、避難所や被災者支援を担当しておりました。その際に
鍵屋先生に大変お世話になりました。今回の講演依頼を受けた時
点では内閣府防災担当の職員だったのですが、今年の8月に文科省
に戻りました。文科省での担当が省全体の防災対策のとりまとめを
行う課でして、引き続き防災に関係のある立場にいるということで、
そのまま引き受けさせていただいた次第です。ただ本日は、主に内
閣府で避難所担当していた際の内容を中心にお話をさせていただき
たいと思います。普段は自治体の職員向けにご説明することが多く、
学生や地域住民の方に直接お話する機会はあまりないので、説明内
容はやや固くなるかもしれませんが、体系立てて、避難所の制度や
国の取り組みをご説明する機会もなかなかないと思いますので、ご
紹介させていただきたいと思っております。
簡単に自己紹介させていただくと、東日本大震災が起こった1年

後の平成24年4月に岩手県教育委員会に出向しまして、被災した子どもたちの学び支援や、復興に向けた
文化・文化財に関する支援をしておりました。当時は震災後、まだ1年を経過したばかりでしたので、沿
岸部は津波によって何もないような状況を見まして、かなりショックを受けました。そのような経験もあり、
内閣府防災から戻って、文部科学省の防災担当をしております。

１．避難所の制度・計画・指針等について

（１）避難所に関する制度
それでは、まず避難所の制度についてご説明したいと思います。日本の災害対策の基本的な法律に「災
害対策基本法」がありますが、東日本大震災を踏まえて大幅に改正されております。
意外かもしれませんが、改正前、「避難所」という言葉は、災害対策基本法上、はっきりとは書かれてお

りませんでした。それまでは、避難所をどのように指定するのか、どういった施設を指定するのか、とい
うことが実は明確に規定されておりませんでした。しかし、この法改正で、これらの手続きを法定化しま
した。
また、「避難所」と「緊急避難場所」というのは性格が異なるものですが、この概念整理がされていなかっ
たので、それを分けるという改正をいたしました。そして、これらの施設を市町村で予め指定しましょうと
いうことにしました。また、法律に避難所を明記したことも踏まえて、国でも具体的な取り組み指針を策定

文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部参事官（施設防災担当）
前内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）付企画官

西 村  文 彦

女性の視点を踏まえた避難所の環境改善について
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し、各自治体に対し参考になるように周知しております。
せっかくの機会なので覚えていただきたいのですが、「避難
所」は一定期間生活する場です。一方で、「緊急避難場所」は、
災害から緊急的に逃げるための場所です。これを混同してし
まうと、例えば津波が来たときに「避難所」に逃げてしまう
と、避難所は生活する場なので、そこは津波が来るかもしれ
ない。津波が来たときに緊急的に逃げるのは「緊急避難場所」
で、端的に言えば高いところです。両者は兼ねることができ
るので、緊急避難場所になっている場所が避難所にもなって
いるという場合がありますが、ここは分けて覚えていただき、
お住まいの地域について調べていただければと思います。

（２）防災基本計画・地域防災計画
また、法律の内容をより具体化するために、国では防災基
本計画を作成しており、都道府県や市町村では、この防災基
本計画を踏まえて地域防災計画を定めることになっておりま
す。国で定めている防災基本計画には、特に避難所について
は、施設設備の整備や備蓄、要介護者や子どもへの配慮、避難所運営に関する情報交換・連携などにつ
いてしっかり取り組むよう記載されております。

（３）避難所に関する指針・ガイドライン等
さらに、より具体的な取り組みを示すものとして、先ほど申し上げた通り、内閣府では様々な指針やガイ

ドラインを作成しております。内閣府の防災担当の他、男女共同参画を担当する部署では女性目線での復
興防災ガイドラインも作っております。
簡単に紹介をしますと、冒頭に鍵屋先生がトイレは重要だとおっしゃってましたが、トイレの確保に絞っ

たガイドラインも作っています。自治体の方にもお示ししていますけども、やはりトイレは非常に重要に
なってまいります。
取り組み指針についても、コロナを契機として、避難所の感染症対策をどうするのか、という課題意識

から大幅改正いたしました。また、様々な地域での先進的な取り組みがありましたので、そういった事例
も踏まえて大幅改正しています。
その中で、パーティションや避難者スペースの確保というのは、感染症対策という文脈の中で盛り込み

ましたけれども、当然ながら生活環境の改善という意味もあります。また、女性目線の避難所運営という
ことについても、この改正の際にかなり付け加えています。これは、先ほど申し上げた、内閣府の男女共
同参画局が、詳しいガイドブックをまとめたので、それを反映させるような形で盛り込んでおります。
さらに、在宅避難についても追記しております。東京の都心部の場合、建物が無事であれば在宅避難を
選択される方も多いと思いますが、そのような方について、どのように取り組むのかといったことも書いて
ございます。

２．女性に配慮した避難所運営の取組事例について

このように、指針やガイドラインにおいていろいろと留意事項などを示しておりますが、やはり自治体が
具体的にどうすればよいのか参考になるのは、各地域で取り組んでいる事例ですので、先進的な取り組み
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事例をまとめた事例集を作成しております。こちらの資料は令和4年7月にまとめた事例集ですが、この文
京区の取り組みについても紹介させていただいております。中身は本日色々とお聞きになっていると思いま
すので紹介はしませんけども、区と女子大を中心とした大学との連携を結んでいる、非常に珍しい取り組
みだということで紹介をさせていただいております。

３．能登半島地震での避難所運営・課題について

能登半島地震については、本日もいろいろお話ありましたけれど、避難所に関しても、いろいろ課題が
ありました。こちらの資料は内閣府防災で8月7日に行われた会議の資料ですが、能登半島地震において
も様々取組が行われました。例えばトイレについては、本日展示もしているとお聞きましたが、ラップ式の
ものが非常に評判が良かったと聞いております。また今回の地震では、トイレトレーラーが全国から派遣さ
れたり、食事についてもキッチンカーの派遣や様々な炊き出しの新しい取り組みがあったり、ベッド・パー
ティションについても段ボールベッドなどの認知度が上がってきたと思っております。ベッドやパーティ
ションなどは、数が全員に行き渡らなかったとしても、優先順位を決めて、順番に提供してくださいという
ことをお願いしております。さらに、今回の地震では生活用水の確保が非常に大きな問題になりましたが、
仮設の洗濯機やシャワーなど、色々な取り組みが行われておりました。

４．おわりに

最後に、全国的な観点での避難所の確保・運営に関わる主な課題としては、まず、そもそも避難所の数
をどのように確保するかということ。次に、避難所の中で過ごす生活環境をいかに向上させるかということ。
それから、避難所の運営については、必ずしも、区の職員が来てずっと対応できるわけではありませんの
で、地域住民の方が主体になって運営体制を確立する必要がある中で、円滑な運営をどのように確保する
かということが挙げられます。
この中で、重要だと考えられるポイントとしては、今日もいろいろとお話が出ておりますが、災害対応は

日頃から取り組んでいることしかできないし、日頃から取り組んでいてもできない、と言われます。そのた
め、平時における訓練は非常に大事だと思いますし、なかなかイメージが湧かないので、過去の災害ある
いは他地域から学ぶことは非常に重要だと思います。また、日ごろから顔が見える関係作りをしていくこと、
そのような意味では、このような場に日頃から来る機会を設けるということも、幅広い意味ではフェーズフ
リーの一つであると言えると思います。
今回、このシンポジウムに参加して素晴らしい取組だと思うのは、地域資源を最大限活用していること

です。今後も、女子大という地域の特性を生かした防災の取り組みに非常に期待しております。駆け足に
なりましたが私からは以上です。どうもご清聴ありがとうございました。
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［川副］　本日のシンポジウムでは、「災害時に赤
ちゃんとママを守る」ことに関して、5名の先生
方からご発表がありました。それぞれのご研究
やご活動に基づいた専門的視点からの大変興味
深いお話でした。どうもありがとうございまし
た。ここからは全体でのディスカッションを行
いたいと思います。最初に、防災の専門家であ
る鍵屋先生からそれぞれのご発表についてコメ
ントや質問をいただいて、議論を深めていきた
いと思います。

［鍵屋］　非常に真面目なお話を皆さんされたので、どうしようかなと思ったんですけれども（笑）、最初に
ちょっとお伺いしたいのは、吉田さんと長さんです。東京の場合は、「避難所に来よう」といっても、通
常の小学校は1万人に1校です。中学校は2万人に1校です。そこで受け入れられる人数は、三つの学
校でせいぜい1700人か1800人。ということは、ほとんどの人には家で頑張ってもらわなきゃいけないん
ですよね。大変だけど。家で頑張ってもらうためにはどういう準備をしておくか、どういう備えをするか、
あるいはどういうことを災害時にやればいいのかということを、吉田さんと長さんからお話をいただきた
いなと思います。

［吉田］　ありがとうございます。私どものグループワークでも、やはり在宅避難で、避難所に行かなくて
も済むような生活を安心して安全に過ごせるためにはどうしたらいいかということを話し合っていました。
その中で、平時からの自分たちのリソースや人間関係を見直して、それを災害のときにどう役立てるか、
どうやって今のうちにつながっておくかという話が出ました。具体的にはご近所づきあいとか、保育園の
友人家族とか、仕事づきあいもそうですし、いつもの人間関係を見直して、すぐに連絡を取れるように、
すぐに頼りあえるようにしたいですね。何かあったら手伝うからいつでも頼ってねというような頼り合い
を前提とした声かけを始めるということが大事だと思いました。もちろん水やライト、トイレなども自分
たちのなかで備えることは大事だと思いますが、それ以上に人とのつながりや情報についても準備をし
ておくとよいかなと思います。

［長］　在宅避難については、先ほども言わせていただきましたが、まずは命を守る。地震があったら机の
下に入るとか、頭を守るとかありますが、まずは家具転倒防止ですね。あまり今はいらっしゃらないかも
しれませんが、例えば寝室でタンスの下敷きになってしまうと、備蓄をしていても意味がなくなってしま

ディスカッション
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いますので、まず命を守るために家具転倒防止を心がけていただくっていうのが一点目でございます。
　　次に備蓄ですが、本日来ていらっしゃる方は熱心な方なのでご自宅に水や食料などがあるかと思いま
すが、例えば今鍵屋先生の話にありましたトイレの関係ですね。トイレは皆様1日何回しておりますで
しょうか？ あまり回数を数えたことはないと思いますが、大体平均で5回しておりますので、1人で5回
分の簡易トイレの備蓄が必要になります。あとは食料や水、トイレなどの備蓄をしていただくことにプラ
スして、あとは文京区の備蓄や都や国からの支援物資が来ますが、例えばオムツやミルクについては画
一的なものがあったりしますので、赤ちゃんがこのオムツでないとぐずってしまうとか、お母さんやお父
さんもそうですが、眼鏡をしていれば眼鏡のレンズ、コンタクトや洗浄液など、ご自身で必要なものを考
えていただくことが必要だと思っております。
　　在宅避難になりますと、隣近所などの人間関係もですね、先ほど吉田先生もおっしゃいましたが、
ずっと家にいると話し相手いなくなってストレスになってしまいますので、周りの環境とかも普段から声
かけとかしていただくとか、人間関係を作っていただければと思います。以上でございます。

［鍵屋］　どうもありがとうございました。二つの大きい方向性がありますね。一つは、人間関係を上手に
すること。隣近所とお話をする。マンションなどではなかなか難しいところも多いんですけれども、やっ
ぱりそういうお付き合いというのがいざというときのセーフティーネットになるということであります。も
う一つはちゃんと備蓄をするということ。水、食料だけではなく、トイレも。食料もですね、赤ちゃんが
いればミルクもあるし大変なんですけれども、たんぱく質や野菜とかも上手に取れるように工夫しないと
いけないですね。短期間ですからビタミン剤とかもいいと思います。ぜひ、ちゃんと備蓄をするというこ
とと、それから人間関係というのは在宅避難でとても大事です。
　　長さんもう一ついいこと言いました。家具の転倒防止。家具の転倒防止というのは相当に難しいんで
す。さっき長さんもいいましたけど、寝室に置かない。とにかく寝室とリビングには背の高い家具は置
かない。これがすごく大事だと私も思います。1m以上の家具は必ず倒れる。特に、マンションの5階以
上になると、ほぼ確実に倒れると思ってください。テレビは飛ぶ。パソコンは飛ぶ。テレビやパソコンは
しっかり耐震マットを敷くということが大事かなと思います。家具は、できれば家具部屋とか、固めてし
まうとか、そういうことをした方がいいかなと思います。本当はね、5年来ていない服は全部捨てて、家
具は小さくするのがいいんですけどね。5年来ていない服をしっかりためている人はいませんか？（笑）
はい、在宅避難の心得のお話をいただきました。
　　続いて、やっぱりどうしても避難所で生活をしなきゃいけないということもあります。マンションにひ
びが入ってしまった、あるいは断水でどうにもいられないということもやっぱりあると思いますので、今
度は避難所で避難生活をする上での心得、これを松崎先生と橋本さんにお願いしたいと思います。

［松﨑］　ありがとうございます。避難所の避難生活は、こういうところで皆さん生活するときには、ワー
ルドカフェのところでも出てきたんですけれども、やはりストレスがたまってくるっていうことがあります。
すみませんその前に一つ、必ず妊産婦さんは母子手帳をいつも携帯しておいていただけるのがとても大
切だと思います。避難所で私達助産師に会ったときに、「何週ですかとか」「赤ちゃんどういう風に育っ
ていますか」って見るのに母子手帳が私達にとって有用になります。なので、母子手帳はいつも持ち歩
いていただけたらと思います。
　　そして、その避難所での生活でどうしたらよいかについては、ストレスですよね。やっぱりお腹の中の
赤ちゃん大丈夫かな、誰かに相談したいな、今泣いているこの子は大丈夫なんだろうか、こんな中にい
て感染はしないんだろうか、とストレスがすごくたまってくる。周りの人との生活もありますし。そうい
う中で、ワールドカフェで出てきてなるほどと思ったのは、かわいいワンちゃんの写真とか、猫ちゃんの
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写真とかを持っておくっていうのがいいという話
もありましたし、私が助産師と話しをしていると
きにはアロマオイルで自分が好きな香りのオイル
があると安心するということを聞いていて一つ
忍ばせておくといいです。これは妊産婦さんに
限ったことではなくて皆さんもそうなので、そう
いうのがあるとよいかなと思いました。
　　あともう一点は、やっぱり人間関係というのは
キーワードだなと思っていて、今回文京区のマ
タニティスイミングのお母さんたちも来ていただ
いて、文京区や助産師会で行う両親学級があるんですが、「あ、見たことある助産師さんです！」という
お話が先ほどあったんですね。やはりそういう顔を知っていると、避難所に行ったときに「あの助産師さ
んが来た」となって話しやすくなると思いますので、文京区や助産師会が行っている両親学級などから
関わっていただけると安心なのかなと思います。

［橋本］　起こったことがない災害に対してどうやって準備をしたらいいかって、もう問題山積。起こって
みないとわからないっていうのが大正解かなと思っています。なので、とにかく安全に過ごす。安全を
確認して、安全そうな場所に逃げるなり、自宅で待機するなりすることが一番大事なこと。避難所とし
ては、やっぱり思ったり感じたりしたことがあったら、我慢しないって言う。誰かに言う。言って誰も賛
同しなかったらちょっと自分の思い過ごしかなって思ってもいいんですけど、でもきっと賛同してくれる
人がいます。そしたら1人の声が2人になり、2人の声が3人になり、大きくなって伝わりやすくなってい
くので、ぜひ、あれ？ と思うことがあったらば、声に出して言ってほしいと思っています。
　　私は、東日本大震災の時に避難してきた人を受け入れたさいたまスーパーアリーナにずっと通ってい
たんですけれども、一番初めに逃げてきたのが人工透析をしている方でした。やっぱりその人たちは一
日おきに透析をしないと命が危険になるからです。その次にやっぱり声が大きい人、困っている早く逃
げたいって言った人が来るんです。最後の最後に、なぜか子どもや赤ちゃんを連れた家族がやってきま
した。やっぱり家族や子どもを連れて逃げるってものすごく荷物も多くなるし、行った先がどうなってい
るかわからないと不安なんですね。だから、さあ逃げようって言われても、あれも持たなくちゃ、これも
持たなくちゃ、どうしよう連絡しようとかって言っているうち、どんどんどんどん後回しになってきます。
やっぱり心配だったら私も逃げたいって。
　　私は、ライフラインが止まっているところに妊産婦がいるのは間違っていると思っています。やっぱり
清潔な水、安全な環境があるところに、妊婦さんや子連れのママたちにはいてほしいって助産師として
は思います。

［鍵屋］　はい、ありがとうございました。今お話を聞いていると、やっぱりストレスを感じたときにちゃんと
人に頼れるか。それから困っている、大変だって口に出せるということはとても大事だなと思いました。災
害時は弱肉強食です。強い者が良い場所を取ったり、早く物を取ったり、いい物をもらったり。声を出せ
ない人がつらい思いをするっていうふうになるんですよね。普通の生活であれば、弱い方々に配慮すると
いう余裕があるんですけど、災害時だとそれがありません。そうなると、やはり困ったことは困った、全く
足りないものは足りないと、勇気を出して口に出して厳しさを訴える必要があるんだろうなと思いました。
　　吉田さん、東日本大震災のときは、やはり赤ちゃんやお母さんたちはかなりつらい思いをされたんです
かね。
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［吉田］　東日本大震災の際、私は避難所をずっと回っていたんですけれども、つらいというか本当に気を
遣って周りに気兼ねして小さくなっていらっしゃる方々が非常に多かったです。つらいって言えない。運営
の方々に対してクレームみたいになるんじゃないかなと気がねして言えないということがありました。つら
いだろうなと思って声をかけても、「大丈夫です、命が助かっただけでも。だから我慢しなくちゃ」という感
じでした。健康状態がダメージを受けたり、孤独だったり、非常につらい立場だっただろうなと思います。

［鍵屋］　乳幼児の死亡率が結構高かったっていうお話も伺っています。

［吉田］　世界で一番乳幼児死亡が少ないはずの日本で、東日本大震災の3県では平時の5倍くらいの乳
児死亡率となっていました。国際的な指標から見ても、大変大きなダメージだということが分かります。
それも、死亡場所を調べると病院にたどり着ける人や自宅に帰れる人はほとんどおらず、ほとんどの赤
ちゃんが地域で亡くなっていました。つまり丁寧な医療ケアが受けられるような場所や、助産院までたど
り着けずに亡くなっている方がほとんどでしたので、これは平時から地域で子どもたちを守らないと救い
たい命が救えないなと思っています。

［鍵屋］　まさに、どこに駆け込めばいいのかっていうことを知っていることが大事なんですよね。そのと
きにこの大学がその一つとしてお役に立てる可能性があるんじゃないかなというふうに考えています。
　　それでは、会場やあるいはオンラインの方から質問とかお受けしたいと思うんですけど、何か聞いて
みたいことありますでしょうか。

［フロア参加者Ａ］　今、声を挙げることが大事と伺ったので、避難所で生活することになったときに一番
気にしているのは、災害用トイレはあるだけにありがたいと思っているんですけれども、例えば首の座ら
ないあかちゃんとか子どもを連れてどうやってトイレに入ろうかということで、ずっと思っています。そ
れに対して何かお考えやできることはありますでしょうか。

［鍵屋］　はい、どなたか答えられる方。橋本さんお願いします。

［橋本］　先ほど段ボールベッドのところに赤ちゃんを寝かせるコットのようなダンボールがありましたが、
もうそれをトイレの中に連れていっちゃう。多分おうちで子どもを育てている方も、後を追ってくる時期
は子どもと一緒にトイレ入っていますよね。こんな災害が起こって子どもが不安なときに離れてトイレに
入らせてもらえるなんて思っちゃ間違いだと思います。安全に子どもを置けるような場所を確保しながら、
トイレの個室に入れちゃえばいい。そういうケースがあればそのケースごと持っていけばいいし、今日皆
さんはベビーカーで来ていらっしゃいますが、災害のときにベビーカーが使えるかどうかわからないんで
すけれども、きっと工夫をすれば、赤ちゃんをトイレの間ちょっと置ける場所は作れます。なんだったら、
こういうテーブルを2台合わせて、その分戸が閉まらなくたって災害時はいいじゃないですか。子どもを
守ることが優先なので、そうやってトイレには入れますよ。

［鍵屋］　トイレ問題は大問題で、するのもそうですけれども、した後に保管するというのも心配ですよね。
夏の暑いときなんかは、だんだん腐ってガスが出てきますから爆発するとえらいことになる。長さんは言
えませんけれども、保管などせずに川に捨てればいいんです（笑）。災害時ですから。私も役所にいると
きは言えなかったんですけど、出たものはどんどん捨てて綺麗な環境で生活しましょう、と思います。そ
れでは他にご質問ございますか。
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［フロア参加者Ｂ］　今日はいろいろなことを聞かせていただいて、誠にありがとうございました。質問が
2点ございます。基本的なことで申し訳ないんですが、吉田先生が8ヶ月で妊産婦で亡くなってしまうと
おっしゃってたと思うんですが、これは出産後8ヶ月ということでしょうか？ ごめんなさい。お子ちゃん
が9ヶ月以上になると赤ちゃんが亡くなるということでしょうか。
　　もう一点、会場に簡易ベッドが展示されていたと思うのですが、これは大中小などサイズがあるので
しょうか、ちょっと見た目だけですと、なんか幅が狭くて、大柄な男性ですと寝返りが難しそうだなと思
いました。また、赤ちゃんの簡易ベッドがありましたけれども、赤ちゃんもハイハイや寝返りを打つ場合
にはどうしたらよいのか。その2点をお伺いします。

［吉田］　最初のご質問ですが、8か月から9か月で亡くなる（死亡する）、というのではなく、妊婦さんが
出産すると妊婦さんという状態ではなくなってしまうということが言いたかったのです。
　　簡易ベッドに関してはベッドのご担当者の方にお聞きするというのはいかがでしょうか。確かにサイズ
はいろいろあるとよいなと思います。

［鍵屋］　ちょうどコンビウィズ株式会社という会社の方がいらっしゃるので、コンビさんにお聞きしてみま
しょうか。

［コンビ］　ベビーにこっとというベッドのサイズですが、一応対象年齢を6ヶ月に限らせていただいてお
ります。我々の会社の調査をもとにサイズを6ヶ月のお子さままでのサイズとなっています。あと、もう
つかまり立ちするころになると、逆に転倒などの危険性がありますので、その辺も配慮して一応6か月を
対象とさせていただいております。

［鍵屋］　プロの方の答えありがたいですね。素晴らしい。それでは時間も迫ってまいりましたので、こう
いう心配を抱えた乳児と妊産婦さんへの支援が少し弱いんじゃないかなっていう気がするので、西村さ
んに政府として、今どういう取り組みをして、今後どうされていこうかというのをちょっと教えていただ
けますでしょうか。

［西村］　避難所における女性の視点というのは、だいぶ注目されるようになってきていると思いますが、
やはりその中でも、妊産婦さんとか小さい赤ちゃん連れの方というのは、私も今日いろいろお話を伺うな
かで、「そういうこともできるんですか」とか、先ほどの赤ちゃん用の段ボールベッドを実は初めて見ま
して、「そういうものもあるんだ」という気づきもありました。まだまだこれから改善される部分もあると
思いますが、こういった取り組みが広まっていくことにぜひ期待したいと思っています。
　　また、先ほどの私からの説明でも触れましたが、やはり、文京区とこの女子大を中心にした連携協力
が、今日ここに来て、実際のお話をお伺いして、本当に素晴らしいなと思いました。いくつか具体的に
申し上げると、まずターゲットが明確であること。それから、大学という地域のポテンシャルを生かし
ていること。普通、避難所は小・中学校が多いと思いますが、大学と、こうしてしっかりと避難所開設
訓練をやるというのはなかなか難しいと思うんです。大学の良さは、鍵屋先生や川副先生を始めとして、
その道の専門家で詳しい先生がいることです。全国をいろいろ回って、実情に詳しい先生がいる。そし
てこういった広いスペースがあるということ。そして何よりも学生がいるというのは素晴らしいと思いま
した。学生は、いざというときにはサポートする側に回れるという可能性も当然ありますし、また、こう
いう避難訓練に、若い人はあまり参加しないと思うのですが、ターゲットが明確だということと、女性
だということで、いずれ自分も妊娠・出産するかもしれない。そのときに災害が起こったらどうしようと、
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多分そういった危機感もあって、本日参加されていると思いますが、そういった意味で学生の参加があ
るということ。そのような意識から避難訓練に参加していただければ、普通の避難所でも役に立つよう
なことも得られるでしょうし、いざ災害が起こった際には周りの人に教えることもできると思うんですね。
今日の開設訓練でも、パーテーションテントを開くときに、本来は結構簡単に開けるはずなんですけど、
経験がないと、「あれどうやってやるんだろう？」みたいな感じになると思うので、経験のある人がいると
周りに教えることもできると思います。
　　そして、ちょっと文科省的な観点で言うと、このような色々な経験が次の職業選択の動機付けにもな
ると思いますし、このような大学の特徴や特色を生かして、自治体が大学を巻き込んでいくのは非常に
素晴らしいと思いました。全国的に見ればまだまだというところもあると思いますけれども、それぞれの
地域のいろんなポテンシャルを生かした取り組みというのも、全国的に広まることを期待したいと思いま
すし、様々な場面でこのような取組を発信していきたいと思っております。

［鍵屋］　はい、ありがとうございました。大変褒めていただきまして恐縮でございます。
　　時間が無くなりましたので、最後にまとめをさせていただきたいと思うんですけれども、やっぱり赤
ちゃんと妊産婦さんをしっかり守るというのは、いわゆる防災の中でも今までは見てこられなかった分野
であります。そこにしっかりと光を当てて、安心して災害時でも赤ちゃんを産み育てられる環境を作ると
いうのは、社会の責任でもありますし、また我々大学の責任でもあるかなと今日改めて思いました。
　　できるうならば、全ての女子学校が乳児妊産婦さんを守れる避難所になるといいですよね。そうでな
いとわからないですよね、どこでやっているのか。だけど全ての女子学校で、妊産婦さんが駆けつけた
ら赤ちゃんと一緒に駆けつけたら守ってもらえる。そんな日本社会ができたら素晴らしいなと思います。
その第一歩を今日ははじめさせていただいたのかなと思います。このシンポジウムやるためには、本当
に多くの方がご準備をされ、そしてご協力をされ、今日来ていただきました。心から感謝申し上げ、ま
たパネリストの皆さん方も時間を守ってくださって、内容の濃いお話をしていただきました。心から感謝
申し上げます。どうもありがとうございました。

［川副］　みなさま、どうもありがとうございました。それでは最後に、跡見学園女子大学の地域交流セン
ター長の土居洋平よりご挨拶を申し上げます。

［土居］　本日は、長時間にわたってご参加いただきまして、誠にありがとうございました。また、登壇者
の皆さん、素晴らしい講話をありがとうございました。
　　今回のワークショップですが、実はこうした形での開催は5年ぶりでした。コロナ禍の前は、本日午前
に実施しました妊産婦・乳児救護所の開設訓練とワークショップをセットで開催しておりましたが、コロ
ナ禍中は、なかなか妊産婦さんや小さなお子様連れの方が一堂に会するイベントはできませんで、その
まま5年が経過してしまいました。
　　5年振りの開催ということで、今回、このワークショップ＆シンポジウムを企画を始めた頃、地域の子
育て施設や居場所でお話をしてるときに、本学が区の妊産婦乳児救護所として指定を受けていあること
を知らないという方が結構いらっしゃいまして、ちょっとこれはまずいなと思いました。本学の地域交
流センターでは、毎年一回異なるテーマでシンポジウムをやっていきておりまして、今回は5年振りの
妊産婦・乳児救護所の開設訓練・ワークショップの再開と併せて開催したわけですが、開設訓練とワー
クショップは、やはり毎年やらないといけないなということを切に感じております。というのも、妊産婦
や乳児連れの親子は5年経てばほぼ総入れ替えになるわけでして、つながりを創る機会を5年怠ります
と、せっかく形成されたつながりも救護所の認知もすべて失われてしまいます。ですので、私の意気込
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みでは、来年度もこのような形で訓練もするし、ここまで盛大かどうかはわかりませんけど少なくともこ
ういった避難所を考えるようなワークショップのようなイベントは継続して行いたいと思っております。
　　来年度以降もこうした企画をしていきますので、その際には皆様に再びお集まりいただきまして、更
に良い避難所の運営ができるようなことを目指していきたいと思っておりますので、これからもどうぞよ
ろしくお願いします。今日はその第一歩になったなと思っております。本当にどうもありがとうございま
した。

後列（左から）：土居洋平、西村文彦、長陽介、松﨑政代
前列（左から）：川副早央里、小仲信孝、鍵屋一、橋本初江、吉田穂波
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シンポジウム参加者へのアンケート結果を紹介します。

● �文京区内で大学4か所が母子避難所になることができるとは知りませんでした。すばらしいです。私の
居住地域、勤務地域でも、働きかけていきたいです。

● �多職種の方のお話を伺えて参考になりました。ありがとうございました。
● �こうした取り組みがあることを知ることができ、非常に有意義と感じましたし、もっと知られてほしい、
他自治体にも広がってほしいと思いました。

● �すばらしい取り組みに参加させていただきありがとうございます。
● �いろんな人の考えや経験を知り、学ぶことができて、大きな学びになりました。
● �おむつ替えなどもスムーズにできてありがたかったです！
● �大変有意義な会に参加させていただきありがとうございました。我々もこの会を参考にして頑張りたい
です。

● �とてもよかったです！　夫と参加したかったですが叶いませんでしたので、今日の内容はぜひ私から伝
えたいと思いました。

● �素晴らしい取り組みで、しかも、温かい雰囲気でいっぱいで、とても盛り上がり、楽しかったです。あ
りがとうございます！

● �普段気が付かないような発見があった。災害に備えることの重要性を改めて理解出来た。
● �貴重な体験でした。ありがとうございます
● �対話も交えた講演会形式がとてもよかったです。
● �自分がいかに災害対策に対して無知か思い知りました。いざという時にしっかり備えようと思いました。
● �たくさんの知識を得ることができ、また備えることの重要性について学ぶことのできる貴重な経験となり
ました。ありがとうございました。

● �とても楽しく参加できました
● �大学が救護所になっていることも知りませんでした。反省します。災害時のことを自分の頭で考えたこ
とがなかったので、有意義な時間でした。

● �非常に勉強になりました。継続して続いて行くと良いと思いました。
● �様々な専門家の方のお話が聞け、充実した1日だった。
● �ワークショップで幅広い意見があり、視野を広げて、防災対策をしたいと思いました。
● �災害時の行動など、普段意識しないことを学習することが出来たのでよかったです。
● �災害時の妊産婦・乳幼児に対する配慮について、色々な立場の方からお話を伺えて興味深かったです。
災害支援に興味があるので、聴講者の親御さんが実際に想定している不安や、行っている備えについて
も聞いてみたかったなと思いました。

シンポジウム参加者へのアンケート結果
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● �ワークショップがよかった。地域の啓発につなげたい。
● �災害への備えの大切さ、自助や人間関係がなぜ大切となるのか理解が深まりました。
● �楽しく学べました。
● �母子避難所を文京区北部の女子大学に開設できるよう、文京区でご検討いただきたい。
● �パネリストの皆さん様々なご専門分野から、避難所・母子救護所について、また災害に備える際に大事
なことをお話いただき、大変参考になりました。ありがとうございました。母子救護所は最大で7日間の
開設とのことで、その期間中のニーズは少ないかもしれませんが、地域の保育所が災害時の乳幼児のた
めに協力できることはないか、検討できたらと思いました。

● �様々な専門性やご経験をお持ちの方々のお話を一度にお聞きすることができたのが良かったです。また
機会があれば、体験やワークショップにも参加したいと思います。

● �楽しく学ばせていただきました。発見が多かったです。
● �ワークショップもシンポジウムも非常に明確でわかりやすかったです。これからどうしたらいいかを考え
るための大事なヒントをいただきました。ありがとうございました。

● �妊産婦・乳幼児救護所について、初めてお話を聞くことができて良かったです。大学や地域が連携して
避難所づくりをしていくことや、大学生や専門職など多くの人が関わっている点など、すばらしいと思い
ました。

● �文京区白山で、産前産後ケアサロンの代表をしております助産師ですが、跡見学園女子大学が妊産婦・
乳児救護所だとはじめて分かり、当サロンに来て下さっているママさん達にもぜひお伝えしたいと思い
ました。さらに全国的に取り組みが広がるといいなと思いました。私のように、フリーランスで働いてい
る助産師も周りにはいるので、いざと言う時に協力できるかもとも思いました。

● �災害後の妊婦や乳児への避難所として、密度の濃いシンポジウムでした。2歳の娘を連れての参加でし
たが、案内など丁寧にしていいただきました。ありがとうございました。

● �マタニティスイミングで知り合った友人から、スイミングで教えてくださった松崎先生がいらっしゃると
のことで、お邪魔しました。この度は、大変貴重な機会をありがとうございます。一方的な講義だけで
はなく、グループディスカッションや質疑応答もあり、また広い場所で、赤ちゃん連れでも参加できまし
たのがとても助かりました。文京区に特化した内容もあり、また防災の中でも乳幼児を連れたママの避
難や備蓄について深掘りすることで、意識が高まりより具体的な行動をとることができます。初めて跡
見女子大の学生さんとお話ししましたが、グループをまとめてくださり、積極的に話してくれて、終わり
側にとても実際のママの話が聞けてよかったですと挨拶してくれて、とても好印象でした。素敵なゼミ
なのだなと分かりました。またこのような機会がありましたら、是非参加したいです。

● �講師のお話が大変わかりやすく、またその熱意とお人柄を間近に感じることができたのが貴重でした。
ワールドカフェも得るものが多く良い企画だと思いました。

● �とても有意義な講座でした。第一部のワークショップは緊張しましたが、皆さんフレンドリーで率直な意
見交換ができて良かったです。第二部は手元にパワーポイントの資料が欲しかったです。

● �要配慮者は認識されているが、その中に含まれる妊産婦さんの対応も重要だとわかりました。有意義な
講義ありがとうございました。

● �ワークショップも講演も大変勉強になりました。小さい子供がいると子供のこと中心に考えがちでしたが、
大人がどうやって平静を保つか、秩序を持って避難所生活を送れるかなどをあまり考えていなかったの
で、色んな視点の意見を聞けてよかったです。意見交換の際は、同じグループ内でも少し聞き取りにく
くかったですが、賑やかだということなので仕方ないかなとも思います。講演は各パネラーのみなさん
のお話に少し被るところが多かったように感じたので、もう少し事前にテーマをばらしてお話いただけた
ら各分野を網羅したお話が聞けたのかな？　と感じました。



─ 50 ─

　 �ファミリースペースが広々していてとても助かりました。が、おむつ替えスペースも兼用していたため、
衛生的に個々人が掃除してから使う必要があるのと、ハイハイや立ち上がって逃げ回る年齢の赤ちゃん
（8ヶ月～2歳くらいまで）のおむつ交換には少し難しかったです。また、ついたてやちょっとした遮るも
のがあれば周りからもお尻が隠れるのでいいかなと思いました。1F多目的トイレも利用しましたが特に
おむつ交換台がなく（大学なのでさすがに普段は不要なのかなと思いますが）、イベント中にうんちの方
をされた場合は交換がさらに難しいなと感じました。私だったら途中で帰宅するか、近隣の別の施設へ
行くしかなさそうです。

● �赤ちゃんとママは災害弱者であり、
　①�避難所を頼る事はもとより、自助努力で最低限でも自宅に災害に必要な物資をあらかじめ、備えてお

き命を守る事。
　②近所付き合いなどまわりの人間関係を密にしておく事。
　③避難所など安全な場所を見つける事。
　④ストレスがあれば、ちゃんと声に出してみる事。
　⑤避難所には、必ず母子手帳を持ってく事。
　⑥何か心配な事がある場合など、助産婦の人に質問してみる。
　�私は未婚で子供を成した事がありませんが、姉妹の子供（姪や甥）が幼児期に少しだけ手伝った事が
あり、一緒にお使いに行ったり、登場人物により声色を変えて絵本を読んだり、喫茶店ごっこをしたり、
一緒に映画を観に行ったりした経験を思い出しました。現在、姪も甥も大人になりましたが、私にとっ
て、歳の離れた妹や弟の感覚です。私は当時、東日本大震災を勤務先で経験しましたが、「天災は忘れ
た頃にやってくる。」と、申します。母子のみならず、人間誰しも、災害は恐ろしいものだと思われます
ので、親子、若者、中高年層、老人、など、誰も取りこぼす事のない様な社会である事を希望してやみ
ません。

● �皆さんがとても熱心に参加されており、とても楽しい一日でした。子連れで参加できるイベントはなかな
か難しいため、とても安心して参加できたと仰っているママさんがいて、確かになぁと感心させられま
した。来年度の開催も楽しみにしております。

● �吉田様の東日本大震災での避難所生活を体験された妊産婦さんの「安心できる居場所が欲しかった」と
いう話が印象的でした。日本で唯一無二の活動をされている皆様のパワーをいただきました。文京区、
跡見学園女子大学の職員、学生の皆様をはじめとする準備から後片付けまでご尽力いただいたスタッフ
の方々にも心より感謝いたします。このような活動の輪が広がるよう微力ながらお力添えできればと思
います。

● �講師の先生から、リアルな災害時の画像（特に、トイレなど）や普段お聞きできないような深い情報がお
聞きできましたし、ワークショップでいろいろな方とやり取りできてとても有意義なイベントでした。参
加できて感謝しています。

　 �ワークショップの例題の、能登半島地震で被災されたお母さんが、母乳について適切な知識をお待ちで
なかったことで辛い思いをされたことが気になりました。

　�例えば、乳児栄養の専門家の方から、ワークショップの最後のまとめの際などに、母乳分泌の仕組み、
オキシトシン、一時的に出がわるくなったと思っても何度も吸わせることでまたいつも通り出るようにな
ること、それをしないでミルクを足すことで母乳の産生が下がること、など、適切な情報を伝えてくださ
ると、より、よかったかもしれません。誤解したまま帰る方が沢山おられたと思いますので。

　�展示品のメーカー名がわかるようにしてあったことで、そのメーカーのその品を講師の先生方が推薦さ
れているように感じた方は多かったと思います。

　�母と子の育児支援ネットワークのチラシが拡大して貼ってあったのでとても見やすくて、参加者の方が
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関心を持ってくださり、よかったです！
　�内閣府の西村氏のスライドで、アセスメントシートとフローチャートが写りました。あと10数秒ぐらい時
間の余裕があれば、避難所で便利に使えるツールである、と皆さんに言ってもらえるとよかったかもし
れません。

　�濃い内容のイベントをありがとうございました。
● �大学生の発想に、新しい気づきがあった。ワークショップが楽しかった
● �妊産婦乳児救護所に特化した内容で、すごく勉強になりました。来年度も開催して頂けるならまた是非
参加したいです。午前中は別の防災行事があったので午前の部に参加出来なかったのが残念でした。

● �内容が大変充実していました。女子大学の意義や女子大学だからできる社会貢献だと思います。地域
交流センターの皆様に心より感謝申し上げます。

● �小児科医として非常に勉強になり、心から感謝いたします。一方で、シンポジウムの対象者がどなたな
のか少し気になりました。妊婦さんや赤ちゃんのいるご両親が対象だと考えておりましたが、そうであ
れば、具体的なアクションの提示がもう少しあったほうが良かったのではないかと感じました。文京区
の妊産婦・乳児救護所に駆けつけられる助産師が最大10人というのは、非常に衝撃的な事実でしたが、
その一方で、妊産婦さんやお母さんたちが日常的にどのような備えをしておけば良いのかについて、具
体的な提案はなかったように思います。「人間関係づくり」というお話がありましたが、得意でない方も
いらっしゃるでしょうし、見知らぬ土地で被災する可能性もあるかもしれません。

　�また、液体ミルクの展示内容には驚かされました。災害時に母乳が止まるというような表現もあり、展
示自体が災害時の乳児の健康リスクを増大させる可能性があると感じました。備蓄には限りがあり、ま
た発災後の分配も容易ではないため、ミルクの需要を高めることが乳児の脆弱性を増すことにつながる
と思います。普段から母乳育児を継続することが防災の一環であるという点に、どのシンポジストも触
れなかったのは残念でした。

　�母子のための救護所を女子大学に設置していることは、非常に貴重な取り組みだと思います。今後のご
活動のさらなる発展をお祈り申し上げます。
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